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はじめに

❶白老と二風谷を選択した理由および対象の範囲

❷観光とアイヌ文化に関する先行研究

❸白老におけるアイヌ観光と博物館設立

❹二風谷における工芸技術の伝承と観光

結び

　基幹研究「地域開発における文化の保存と利用」におけるアイヌ文化に関する研究成果は，2013（平成
25）年 3月 19 日にリニューアルオープンした第 4展示室（民俗）に反映されている。新しい民俗展示室にお
けるアイヌ文化についての展示は「アイヌ民族の伝統と現在」というテーマ名をもち，「現代のアイヌアート」
と「資源の利用と文化の伝承」というふたつのテーマから構成されている。この展示のベースには，「文化の
資源化」，すなわち，アイヌの人たちが，観光や大規模開発などをきっかけとして，どのように自身の文化を
対象化し，継承すべき資源として見いだしてきたのか，という問題がある。本稿では，観光を契機とした文
化の資源化の観点から，展示で紹介している白老および二風谷を事例として検討するものである。
　白老は，近代以降のアイヌ観光の中心地のひとつであり，和人によるアイヌ観光の問題が顕著に現れた地
域でもある。アイヌ民族博物館（1984 年設立）は，アイヌ自身が調査・研究をし，調査・研究したことを自
ら実践するという体制を確立した。だからといって，観光の場に特有の，観る側と見られる側の非対称な構
造がなくなったわけではない。そのような構造においても，アイヌ民族博物館の職員は，観光客に一方的に
消費される対象から「見せる主体」へと立ち位置を変えようとする姿勢をもち，それに基づく実践を，日々
の業務の中でおこなっている。
　二風谷については，二風谷における観光と工芸品制作の関係を確認した上で，現在の二風谷の代表的木彫
家である貝澤徹氏のアイデンティティの変化について記述した。二風谷は，昭和 30 年代の民芸品ブームと
その後の観光客の増加をきっかけとして，民芸品生産を生業のベースにした地域へと移行した。貝澤徹氏は，
そのような状況のなかで自ずと木彫の道に入ったが，当初はアイヌの伝統的な木彫には抵抗があったという。
その後しだいに伝統文化を受け入れ，自身がつくる作品を「美術的にも評価される作品」へと昇華させよう
とするところへと変化した。アイヌ民族が制作する木彫品を「工芸品」と呼ぶか，「民芸品」と呼ぶか，「美術」
と呼ぶか，それは視線の制度の問題でもある。貝澤氏の実践は，従来「工芸品」「民芸品」と呼ばれることが
多かったアイヌの木彫品に対する視線への問いかけでもある。
　アイヌ民族博物館や貝澤徹氏の営みの細部には，アイヌ民族とはなにか，アイヌ文化とは何か，という問
いに対して，考えることなく一方的に答えを限定してしまうような構造への思考を可能にするものが含まれ
ている。
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